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底された結果、ドイツ [ 連邦共和国 ] の脱ドイツ化
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本語のみを討論語にする（非日本語圏の参加者には
日本語通訳を用意する）という判断もあり得る。た
だ外国語の稽古のために、外国語の分科会を設ける
ことはあってもよい。
１７．日本語圏の学者は、日本語で濃密な思考をし
つつ、外国語での口頭報告及び論文刊行にも努める
べきである。特にドイツ語、英語の使用は必須だが、
それ以外の言語でも試みるに越したことはない。ド
イツ研究者であれば、ドイツ語に関しては自分の能
力を鍛えるべきだろうが、それ以外の言語は業者頼
みということでもよいだろう。
１８．個人研究と共同研究とは適度に共存するべき
である。共同研究は同質の仲間を集めれば馴れ合い
になり、異質な人材を集めれば崩壊するので、運営
が難しい。文系学問の場合、偉大な業績はやはり主
体的な個人から生まれるものである。とはいえ共同
研究が、個人学者の堅くなった頭を柔軟にし、力の
結集で大きな効果を発揮することもあり得る。 
１９．大学において「学恩に報いる」とは、出藍の
誉を成し遂げることである。恩師の手法や価値観を
踏襲し、その思い出に浸る者には、恩師の縮小再生
産に陥っていく。それは表面的には報恩でも、実質
的には忘恩である。
２０．指導教員を選ぶ際には、同分野の大家を避け
るべきである。指導教員が同じ対象を分析する先行
研究者だと、弟子は伸び伸びと議論できないことが
ある。自分の進行中の研究を弟子の前でも披露でき
る安定性の持ち主で、多くの優秀な弟子を集めてい
るが、弟子を手法や価値観で差別せず、自由な研究
をさせてくれるという人物が、指導教員には最適で
ある。
２１．学問は学者の活動の氷山の一角である。幅広
い領域で旺盛な好奇心を持ち、ドイツ語圏内外に友
人を有した上で、初めて豊かな発想が生まれ、そこ
から研究業績のヒントも得られる。ドイツ研究者が
ドイツ語圏に滞在し、純粋に研究活動だけをすると
いうことになると、やがて知の泉は枯渇し、肝心の
執筆も行き詰まる。
